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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部、該挿入部の基端側に設けられた操作部、及び該操作部から外部機器に接続され
るよう延出するユニバーサルコードを備える電子内視鏡と、
　長さが同一で直径が異なり、該直径に対応した表面積の総合シールドをそれぞれ備えた
複数種類が用意され、これら複数種類の中から選択されて前記ユニバーサルコード内に配
置され、前記操作部と前記ユニバーサルコードの端部に設けられた前記外部機器への接続
コネクタとを接続する信号ケーブルと、
　予め定めた表面積で構成され、直径が小径な小径信号ケーブルの外装に被覆してシール
ド補強部を形成し、該シールド補強部を該小径信号ケーブルの総合シールドに電気的に接
続することによって、当該シールド補強部の表面積と当該小径信号ケーブルの総合シール
ドの表面積との和を、直径が大径な大径信号ケーブルが備える総合シールドの表面積に対
して同一に設定する電磁的被覆部材と、
　を具備することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記電磁的被覆部材を、直径が最も小径な最小外径信号ケーブルの外装に被覆する構成
において、
　当該電磁的被覆部材の前記シールド補強部の表面積と該シールド補強部が被覆される最
小外径信号ケーブルの総合シールドの表面積との和を、直径が最も大径な最大外径信号ケ
ーブルが備える総合シールドの表面積と同一な面積に設定することを特徴とする請求項１
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に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記電磁的被覆部材は、シールド性を有する金属性の細線を編み込んで構成される電磁
遮蔽シールドとなる軟性管を構成する網管であることを特徴とする請求項２に記載の電子
内視鏡装置。
【請求項４】
　前記網管の内径は、最小外径信号ケーブル及び全ての中間外径信号ケーブルに装着可能
となるように共通であることを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡装置。
【請求項５】
　前記網管は、最大外径信号ケーブル以外の信号ケーブルの先端コネクタと基端コネクタ
との間に設けられることを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部先端部に撮像装置を備え、複数種類の撮像ケーブルの中から選択した
１本の撮像ケーブルをユニバーサルコード内に設けて電子内視鏡を構成する電子内視鏡装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野及び工業分野において、内視鏡が広く利用されている。内視鏡の一例として、
挿入部の先端部に患者の体内、或いは構造物内等の内視鏡画像を形成するための撮像装置
を内蔵した、所謂電子内視鏡がある。電子内視鏡においては、上記内視鏡画像を外部装置
であるモニタ等の表示装置に表示させて観察を行うことができる。
【０００３】
　撮像装置は、撮像ケーブルを介して電子内視鏡の外部装置である例えばビデオプロセッ
サに接続される。撮像ケーブルは、電子内視鏡における挿入部内、操作部、ユニバーサル
コード内を挿通されてコネクタ経由でビデオプロセッサに接続される。ユニバーサルコー
ドは、他の医療機器などが発生する外乱ノイズを受け易い環境下に晒される。撮像ケーブ
ルには、ノイズによる画質劣化を防止するため、ノイズを遮蔽する総合シールドが設けら
れている。
【０００４】
　近年、内視鏡画像の高画質化が求められており、日本国特開２００９－２７９１４８号
公報には、高画質の画像を取得できる撮像装置を挿入部の先端部に配置しても、大型化の
防止、特に、挿入部の大径化を防止した電子内視鏡装置が示されている。
【０００５】
　上述した電子内視鏡装置においては、電子内視鏡の仕様に応じて、予め、長さが同一で
直径が異なる複数種類の撮像ケーブルを用意しておくことによって、各種電子内視鏡の用
途に合った製品化と組立てを容易に行える。
【０００６】
　しかしながら、長さが同一で直径が異なる複数種類の撮像ケーブルを予め備える電子内
視鏡装置においては、撮像ケーブルの直径が大径な大径撮像ケーブルと、該直径が小径な
小径撮像ケーブルとでは、それぞれの撮像ケーブルに含まれる総合シールドの表面積が異
なっている。
【０００７】
　具体的に、小径撮像ケーブルが有する総合シールドの表面積は、大径撮像ケーブルが有
する総合シールドの表面積に比べて小さい。したがって、小径撮像ケーブルを選択して構
成された電子内視鏡においては、シールド効果が不足して外乱ノイズが誤動作の要因にな
るおそれがある。このため、撮像ケーブルの直径に関わらず、ノイズを確実に遮蔽する構
成が望まれていた。　
　なお、小径撮像ケーブルにおいて、ノイズを遮蔽する目的で総合シールドの表面積を増
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大させる構成を採った場合、撮像ケーブルの可撓性が損なわれ、耐久性が低下するおそれ
があった。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、選択する撮像ケーブルの種類に関わら
ず、外乱ノイズを要因にする不具合が発生することを防止した電子内視鏡を構成する電子
内視鏡装置を提供することを目的にしている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様における電子内視鏡装置は、挿入部、該挿入部の基端側に設けられた操
作部、及び該操作部から外部機器に接続されるよう延出するユニバーサルコードを備える
電子内視鏡と、長さが同一で直径が異なり、該直径に対応した表面積の総合シールドをそ
れぞれ備えた複数種類が用意され、これら複数種類の中から選択されて前記ユニバーサル
コード内に配置され、前記操作部と前記ユニバーサルコードの端部に設けられた前記外部
機器への接続コネクタとを接続する信号ケーブルと、予め定めた表面積で構成され、直径
が小径な小径信号ケーブルの外装に被覆してシールド補強部を形成し、該シールド補強部
を該小径信号ケーブルの総合シールドに電気的に接続することによって、当該シールド補
強部の表面積と当該小径信号ケーブルの総合シールドの表面積との和を、直径が大径な大
径信号ケーブルが備える総合シールドの表面積に対して同一に設定する電磁的被覆部材と
、を具備している。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】直径が大径な撮像ケーブルと、直径が小径な撮像ケーブルと、電磁的被覆部材と
を備える内視鏡装置を説明する図
【図２Ａ】コード側内蔵物として直径が大径な撮像ケーブルが挿通されているユニバーサ
ルコードを説明する図
【図２Ｂ】コード側内蔵物として直径が小径な撮像ケーブルが挿通されているユニバーサ
ルコードを説明する図
【図３】直径が大径な撮像ケーブルと、直径が小径な撮像ケーブルと、直径が大径な撮像
ケーブルと小径な撮像ケーブルとの中間の大きさの撮像ケーブルと、電磁的被覆部材と、
を備える内視鏡装置を説明する図
【図４】挿入部側内蔵物のうち少なくとも２つの内蔵物の外周面に設けた軸方向突起の構
成及びその作用を説明する図
【図５】内蔵物の構成例を示す図
【図６】絶縁部材を組み付けた回路基板であって、絶縁部材の周囲にグランドパターンを
設けた回路基板の構成及び作用を説明する側面断面図及び上面図
【図７】絶縁部材を組み付けた回路基板の他の構成を説明する側面断面図及び上面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１に示すように、電子内視鏡装置（以下、内視鏡装置と略記する）１は、電子内視鏡
（以下、内視鏡と記載する）２と、光源装置３と、ビデオプロセッサ４と、表示装置（不
図示）とを主に備えて構成されている。
【００１２】
　内視鏡２は、挿入部９と、操作部１０と、ユニバーサルコード１１を有して構成されて
いる。ユニバーサルコード１１内には第１のユニバーサルコード側撮像ケーブル（以下Ｕ
Ｃ側撮像ケーブルと略称する）３１Ａが挿通されている。　
　なお、本実施形態の内視鏡装置１においては、各種電子内視鏡の用途に合った製品化と
組立ての容易性とを確保するため、電子内視鏡の仕様に対応する複数種類の撮像ケーブル
３１Ａ、３１Ｂを予め用意している。　
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　つまり、内視鏡の仕様に応じて、図１において内視鏡２の右側に示した第２のＵＣ側撮
像ケーブル３１Ｂを選択してユニバーサルコード１１内に挿通することもできる。撮像ケ
ーブルは、信号ケーブルである。
【００１３】
　内視鏡２の挿入部９は、先端から順に先端部６と、湾曲部７と、可撓管部８と、を有し
て構成されている。先端部６には撮像装置５が内蔵されている。
【００１４】
　操作部１０は、挿入部９を構成する可撓管部８の基端側に設けられている。操作部１０
には、挿入部９の湾曲部７を湾曲操作するための湾曲操作ノブ（不図示）が回動自在に設
けられている。また、操作部１０には、図示しない送気送水スイッチ、吸引スイッチ、フ
リーズ操作等を行うためのリモートスイッチ、レリーズ操作等を行うためのリモートスイ
ッチ等が設けられている。また、操作部１０には、処置具を処置具チャンネルチューブに
導入するための処置具挿入口（不図示）が設けられている。
【００１５】
　ユニバーサルコード１１は、操作部１０から延設されており、延出端には光源装置３と
着脱自在な内視鏡コネクタ１２を有している。内視鏡コネクタ１２には電気ケーブル１４
が着脱自在なケーブル接続部１３が設けられている。電気ケーブル１４の延出端にはビデ
オプロセッサ４に着脱自在な電気コネクタ１５が設けられている。
【００１６】
　光源装置３は、内視鏡２に照明光を供給する例えば光源を備えている。光源は、ランプ
、或いはＬＥＤ等の発光素子である。本実施の形態の内視鏡２において、照明光は、ユニ
バーサルコード１１、操作部１０、及び挿入部９内を挿通する一対のライトガイドバンド
ル（後述する図２A等の符号２２Ａ、２２Ｂ）によって伝送される。ライトガイドバンド
ルの先端面は、先端部６の図示しない先端面に設けられた２つの照明窓に臨まれている。
【００１７】
　なお、内視鏡２内にＬＥＤ等の発光素子を備える構成において、光源装置３は、発光素
子に電源を供給する。
【００１８】
　ビデオプロセッサ４は、内視鏡２の挿入部９に設けられた撮像装置５によって光電変換
された内視鏡画像信号を予め定められた映像信号に信号処理し、処理した映像信号を表示
装置に出力する。ビデオプロセッサ４と表示装置とは電気的に接続されている。ビデオプ
ロセッサ４から表示装置に映像信号が出力されることによって、画面上に撮像装置５でと
らえた観察画像が表示される。
【００１９】
　本実施形態において、操作部１０内には中継回路４０を構成する例えば３つの電気回路
基板部４１、４２、４３が設けられている。中継回路４０は、ＥＭＣ対策のために例えば
金属製の電磁遮蔽ケース４４によって覆われている。
【００２０】
　各電気回路基板部４１、４２、４３には、例えば、ノイズキャンセル回路、画像信号の
劣化による波形なまりを正常な波形に増幅する増幅処理回路、Ａ/Ｄ変換回路、Ｄ/Ａ変換
回路を構成する各種の電子部等品が実装されている。　
　また、中央に位置する第２電気回路基板部４２には、撮像装置５の図示していない撮像
素子で取得する撮像画像の高画素化に伴い、高周波内視鏡画像信号を処理する高速処理回
路が設けられている。
【００２１】
　第１電気回路基板部４１は、操作部１０内の先端側に位置している。第１電気回路基板
部４１には、挿入部側撮像ケーブル２１が例えばコネクタ２１ｃを介して接続されている
。挿入部側撮像ケーブル２１には、撮像装置５への電源を供給する電線、撮像素子との各
種信号を授受伝送するための複数の信号線が挿通している。
【００２２】
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　一方、操作部１０内の基端側には第３電気回路基板部４３が配置されている。第３電気
回路基板部４３には先端コネクタ３２ａを介して第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａの先端
部が接続される。なお、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａの基端部は、基端コネクタ３２
ｂを介してケーブル接続部１３内の電気的接続部１３ｂに接続される。
【００２３】
　本実施形態においては、図１、図２Ａに示すようにユニバーサルコード１１内に第１の
ＵＣ側撮像ケーブル３１Ａが挿通されている。しかし、上述したように、内視鏡の仕様に
応じて、図２Ｂに示すようにユニバーサルコード１１内に第２のＵＣ側撮像ケーブル３１
Ｂを選択し、挿通配置させて内視鏡２を構成することもできる。
【００２４】
　図１、図２Ａに示すユニバーサルコード１１は、その内部にＵＣ側内蔵物として長さが
Ｌで直径がＤａである第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａと、一対のライトガイドバンドル
２２Ａ、２２Ｂとに加えて、吸引チューブ３３、コード側送水チューブ３４、副送水チュ
ーブ２５、コード側送気チューブ３６、及び電線３７を備えている。
【００２５】
　一方、図２Ｂに示すユニバーサルコード１１は、その内部に第１のＵＣ側撮像ケーブル
３１Ａに代えて、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂを被覆した長さがＬで直径が
Ｄｂである第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂを備え、且つ、上述した一対のライトガイド
バンドル２２Ａ、２２Ｂ、吸引チューブ３３、コード側送水チューブ３４、副送水チュー
ブ２５、コード側送気チューブ３６、及び電線３７を備えている。第２撮像ケーブル用電
磁的被覆部材３８Ｂは、シールド補強部である。
【００２６】
　そして、ユニバーサルコード１１内に挿通される第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａと第
２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂとではケーブル長が同一でケーブル直径が異なっている。
具体的に、本実施形態において、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａは、第２のＵＣ側撮像
ケーブル３１Ｂより大径である。言い換えれば、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａは、大
径撮像ケーブルであり、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂは、小径撮像ケーブルである。
第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａは、複数の信号線３１Ａａと、これら信号線３１Ａａを
被覆するシールド部材である第１総合シールド３１Ａｓとを備えて構成されている。一方
、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂは、複数の信号線３１Ｂａ及び第２総合シールド３１
Ｂｓを備えて構成されている。
【００２７】
　なお、第１総合シールド３１Ａｓは、コネクタ３２ａ、３２ｂに電気的に接続され、第
２総合シールド３１Ｂｓは、コネクタ３２ａ、３２ｂに電気的に接続されている。従って
、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａの先端コネクタ３２ａが第３電気回路基板部４３に接
続され、基端コネクタ３２ｂが電気的接続部１３ｂに接続されることによって、第１総合
シールド３１Ａｓはコネクタ経由で接地される。同様に、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１
Ｂの先端コネクタ３２ａが第３電気回路基板部４３に接続され、基端コネクタ３２ｂが電
気的接続部１３ｂに接続されることによって、第２総合シールド３１Ｂｓはコネクタ経由
で接地される。
【００２８】
　第１総合シールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓは、直径がＤａで長さがＬであるの
で、
　Ｓ３１Ａｓ＝πＤａＬとなる。　
　これに対して、第２総合シールド３１Ｂｓの第２表面積Ｓ３１Ｂｓは、直径がＤｂで長
さがＬであるので、
　Ｓ３１Ｂｓ＝πＤｂＬとなる。
【００２９】
　上述したように第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａが第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂよ
り大径に設定されている。このため、第１総合シールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓ



(6) JP 5490328 B1 2014.5.14

10

20

30

40

50

は、第２総合シールド３１Ｂｓの第２表面積Ｓ３１Ｂｓより大きな面積である。
【００３０】
　第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂは、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂの第２
総合シールド３１Ｂｓを補強するために設けられる。具体的に、第２撮像ケーブル用電磁
的被覆部材３８Ｂは、第２総合シールド３１Ｂｓに電気的に結合されて、第２のＵＣ側撮
像ケーブル３１Ｂが有する、第２総合シールド３１Ｂｓの第２表面積Ｓ３１Ｂｓを増大さ
せる。
【００３１】
　そのため、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂの表面積である補強面積Ｓ３８Ｂ
は、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂと第２総合シールド３１Ｂｓとを電気的に
結合した状態において、第１総合シールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓと同一、又は
それ以上になるように設定されている。
【００３２】
　言い換えれば、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂの補強面積Ｓ３８Ｂは、以下
の式が成立するように設定される。
【００３３】
　Ｓ３８Ｂ＋Ｓ３１Ｂｓ≧Ｓ３１Ａｓ
　つまり、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂの補強面積Ｓ３８Ｂは、第１総合シ
ールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓと、第２総合シールド３１Ｂｓの第２表面積Ｓ３
１Ｂｓとの差分と同じ面積、或いはそれ以上の面積である。　
　なお、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂは、シールド性を有する金属性の細線
を編み込んで構成される網管である。第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂは、予め
定めた可撓性を有する電磁遮蔽シールド軟性管として構成されている。そして、第２撮像
ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂは、図１の破線に示すように第２総合シールド３１Ｂｓ
の全長を被覆し、予め、第２総合シールド３１Ｂｓに電気的に接合されている。
【００３４】
　また、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂの長さはＬであり、直径は、第２のＵ
Ｃ側撮像ケーブル３１Ｂの直径Ｄｂより大径な直径Ｅである。したがって、補強面積Ｓ３
８Ｂは、
　Ｓ３８Ｂ＝πＥＬとなる。
【００３５】
　上述した構成によれば、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａをユニバーサルコード１１内
に配設して構成される電子内視鏡において、外来ノイズは、第１総合シールド３１Ａｓに
よって遮蔽される。一方、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂをユニバーサルコード１１内
に配設して構成される電子内視鏡において、外来ノイズは、第２総合シールド３１Ｂｓと
、第２総合シールド３１Ｂｓに接合された第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂとに
よって遮蔽される。
【００３６】
　このように、ユニバーサルコード１１内に直径が異なる第１のＵＣ側撮像ケーブル３１
Ａ又は第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂの一方を配置して電子内視鏡２を構成する内視鏡
装置１において、小径撮像ケーブルである第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂに第２総合シ
ールド３１Ｂｓと電気的に接合される第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂを被覆す
る。そして、第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂの補強面積Ｓ３８Ｂを、第１総合
シールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓと、第２総合シールド３１Ｂｓの第２表面積Ｓ
３１Ｂｓとの差分と同じ面積、或いはそれ以上の面積に設定しておく。
【００３７】
　この結果、ユニバーサルコード１１内に第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａを設けた電子
内視鏡２、或いは、ユニバーサルコード１１内に第２総合シールド３１Ｂｓと電気的に結
合された第２撮像ケーブル用電磁的被覆部材３８Ｂを有する第２のＵＣ側撮像ケーブル３
１Ｂを設けた電子内視鏡２に関わらず、外乱ノイズを要因にする不具合の発生を確実に防
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止することができる。
【００３８】
　なお、上述した実施形態においては、ユニバーサルコード１１内に設けられるＵＣ側撮
像ケーブルを２種類としている。しかし、ユニバーサルコード１１内に設けられるＵＣ側
撮像ケーブルは、２種類に限定されるものでは無く、それ以上であってもよい。
【００３９】
　図３及び図４を参照して３種類のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃを備える
内視鏡装置１Ａの構成を説明する。
【００４０】
　図３に示すように本実施形態の内視鏡装置１Ａでは、ユニバーサルコード１１内に３種
類のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃのうち何れか１つを選択し、挿通配置さ
せて内視鏡２を構成することが可能である。また、本実施形態においては、ＵＣ側撮像ケ
ーブル３１Ｂ、３１Ｃに被覆可能な１つの電磁的被覆部材３８が設けられている。
【００４１】
　本実施形態において、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａの長さと、第２のＵＣ側撮像ケ
ーブル３１Ｂの長さと、第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃの長さは、同一寸法Ｌに設定さ
れている。一方、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａの直径はＤａ、第２のＵＣ側撮像ケー
ブル３１Ｂの直径はＤｂ、第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃの直径はＤｃであり、直径Ｄ
ａと、直径Ｄｂと、直径Ｄｃとは異なる。具体的に、直径Ｄａ、直径Ｄｂ、直径Ｄｃの順
に径寸法が小径になるように設定されている。
【００４２】
　つまり、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａは、最大外径撮像ケーブルである。第３のＵ
Ｃ側撮像ケーブル３１Ｃは、最小外径撮像ケーブルである。そして、第２のＵＣ側撮像ケ
ーブル３１Ｂの直径Ｄｂは、直径Ｄａと直径Ｄｃとの中間になる中間外径撮像ケーブルで
ある。
【００４３】
　本実施形態において、第１総合シールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓは、πＤａＬ
であり、第２総合シールド３１Ｂｓの第２表面積Ｓ３１ＢｓはπＤｂＬであり、第３総合
シールド３１Ｃｓの第３表面積Ｓ３１ＣｓはπＤｃＬである。
【００４４】
　第１表面積Ｓ３１Ａｓ、第２表面積Ｓ３１Ｂｓ、第３表面積Ｓ３１Ｃｓは、以下の関係
になっている。
【００４５】
　Ｓ３１Ａｓ＞Ｓ３１Ｂｓ＞Ｓ３１Ｃｓ
　したがって、本実施形態においては、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂの第２総合シー
ルド３１Ｂｓに電磁的被覆部材３８を電気的に結合した状態において、電磁的被覆部材３
８の表面積と第２表面積Ｓ３１Ｂｓとを合わせた面積を第１総合シールド３１Ａｓの第１
表面積Ｓ３１Ａｓと同一、又はそれ以上にする。または、第３のＵＣ側撮像ケーブル３１
Ｃの第３総合シールド３１Ｃｓに電磁的被覆部材３８を電気的に結合した状態において、
電磁的被覆部材３８の表面積と第３表面積Ｓ３１Ｃｓとを合わせた面積を第１総合シール
ド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓと同一、又はそれ以上にする必要がある。
【００４６】
　本実施形態において、電磁的被覆部材３８の表面積である補強面積Ｓ３８は、電磁的被
覆部材３８を最小外径撮像ケーブルである第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃの第３総合シ
ールド３１Ｃｓに電気的に結合した状態において、第１総合シールド３１Ａｓの第１表面
積Ｓ３１Ａｓと同一の面積、又はそれ以上の面積になるように設定されている。
【００４７】
　言い換えれば、電磁的被覆部材３８の表面積である補強面積Ｓ３８は、以下の式が成立
するように設定される。
【００４８】
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　Ｓ３８＋Ｓ３１Ｃｓ≧Ｓ３１Ａｓ
　つまり、電磁的被覆部材３８の補強面積Ｓ３８は、最大外径撮像ケーブルである第１総
合シールド３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓと、第３総合シールド３１Ｃｓの第３表面積
Ｓ３１Ｃｓとの差分と同じ面積、或いはそれ以上の面積に設定される。なお、電磁的被覆
部材３８の直径はＥｃであり、長さはＬである。
【００４９】
　そして、本実施形態において、電磁的被覆部材３８Ｂは、予め、図３の破線に示すよう
に第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂの第２総合シールド３１Ｂｓの全長を被覆するように
設けられると共に、第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃの第３総合シールド３１Ｃｓの全長
を被覆するように設けられている。
【００５０】
　そして、第２総合シールド３１Ｂｓを被覆する電磁的被覆部材３８は、第２総合シール
ド３１Ｂｓに電気的に接合されている。第３総合シールド３１Ｃｓを被覆する電磁的被覆
部材３８は、第３総合シールド３１Ｃｓに電気的に接合される。
【００５１】
　つまり、本実施形態において、電磁的被覆部材３８は、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１
Ｂ及び第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃに対して共通な電磁的被覆部材である。本実施形
態においては、予め、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂ用の電磁的被覆部材３８と、第３
のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃ用の電磁的被覆部材３８との２つが用意される。
【００５２】
　この結果、第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃにおいて、補強面積Ｓ３８と第３総合シー
ルド３１Ｃｓの第３表面積Ｓ３１Ｃｓとを合わせたシールド面積は、第１総合シールド３
１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓと同じ面積又はそれより大きな面積である。
【００５３】
　一方、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂにおいて、補強面積Ｓ３８と第２総合シールド
３１Ｂｓの第２表面積Ｓ３１Ｂｓとを合わせたシールド面積は、第２表面積Ｓ３１Ｂｓと
第３表面積Ｓ３１ＣｓとがＳ３１Ｂｓ＞Ｓ３１Ｃｓの関係であるため、第１総合シールド
３１Ａｓの第１表面積Ｓ３１Ａｓより大きな面積である。
【００５４】
　そして、共通な電磁的被覆部材３８の内径は、最小外径撮像ケーブルに装着可能で、且
つ中間外径撮像ケーブルに装着可能となるように、直径が大径である中間外径撮像ケーブ
ルの外径に合わせて共通に設定されている。
【００５５】
　上述した構成によれば、第１のＵＣ側撮像ケーブル３１Ａをユニバーサルコード１１内
に配設して構成される電子内視鏡において、外来ノイズは、第１総合シールド３１Ａｓに
よって遮蔽される。一方、第２のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｂをユニバーサルコード１１内
に配設して構成される電子内視鏡において、外来ノイズは、第２総合シールド３１Ｂｓと
、第２総合シールド３１Ｂｓに接合された電磁的被覆部材３８とによって遮蔽される。ま
た、第３のＵＣ側撮像ケーブル３１Ｃをユニバーサルコード１１内に配設して構成される
電子内視鏡において、外来ノイズは、第３総合シールド３１Ｃｓと、第３総合シールド３
１Ｃｓに接合された電磁的被覆部材３８とによって遮蔽される。
【００５６】
　このように、ユニバーサルコード内に配置可能な直径が異なる複数種類のＵＣ側撮像ケ
ーブルを備える内視鏡装置においては、共通な電磁的被覆部材３８を複数用意する。そし
て、電磁的被覆部材３８の表面積Ｓ３８を、最大外径撮像ケーブルの総合シールドの表面
積と、最小外径撮像ケーブルの総合シールドの表面積との差分と同じ面積、或いはそれ以
上の面積に設定する。加えて、電磁的被覆部材３８の内径寸法は、これら電磁的被覆部材
３８がそれぞれ装着される複数種類の中間外径撮像ケーブルのうち直径が最も大径な中間
外径撮像ケーブルに合わせる。そして、各電磁的被覆部材３８と各撮像ケーブルの総合シ
ールドとを電気的に結合する。
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【００５７】
　この結果、直径が異なる複数種類のＵＣ側撮像ケーブルの中からいずれか１つを選択的
にユニバーサルコード１１内に設けて電子内視鏡を構成したとき、外乱ノイズを要因にす
る不具合の発生を確実に防止することができる。
【００５８】
　ところで、図４に示すように挿入部９内には、挿入部内蔵物として挿入部側撮像ケーブ
ル２１に加えて、例えば一対のライトガイドバンドル２２Ａ、２２Ｂ、吸引チューブを兼
ねる処置具チャンネルチューブ２３、挿入部送水チューブ２４、副送水チューブ２５、挿
入部送気チューブ２６等が挿通している。
【００５９】
　挿入部側撮像ケーブル２１は、複数の信号線２１ａと、電力供給線２１ｐとを備えてい
る。複数の信号線２１ａ及び電力供給線２１ｐは、シールド部材である総合シールド２１
ｓによって被覆されている。
【００６０】
　図４及び図５に示すように本実施形態においては、例えば、挿入部送水チューブ２４の
外周面全周に規制部を構成する第１軸方向突起２７を設けている。また、挿入部送水チュ
ーブ２４に隣設する挿入部送気チューブ２６の外周面全周にも第１軸方向突起２７と略同
様な規制部を構成する第２軸方向突起２８が設けられている。
【００６１】
　本実施形態において、第１軸方向突起２７の形状、第２軸方向突起２８の形状は、周方
向に規則的に複数配列されて互いに噛合する例えば歯車の歯形状、或いは、三角形形状等
である。そして、挿入部送水チュー部２４及び挿入部送気チューブ２６を挿入部９内に挿
通させた状態で、第１軸方向突起２７と第２軸方向突起２８とは噛合状態である。また、
第１軸方向突起２７の稜線及び第２軸方向突起２８の稜線は、挿入部長手軸方向に対して
平行に配置されている。
【００６２】
　この構成によれば、挿入部９内に配置されている複数の内蔵物のうち、挿入部送水チュ
ーブ２４の第１軸方向突起２７と、挿入部送気チューブ２６の第２軸方向突起２８とが噛
み合って一体化される。　
　この結果、挿入部送水チューブ２４と挿入部送気チューブ２６との周方向の位置が入れ
替わる、或いは、挿入部送水チューブ２４と挿入部送気チューブ２６との周方向の位置関
係が変化する等、周方向の配列が乱れることを防止することができる。
【００６３】
　このように、挿入部９内に挿通される挿入部内蔵物の周方向の配列が乱れることが規制
されることによって、ライトガイドバンドル及び各種チューブが座屈する不具合、或いは
、撮像ケーブルに負荷がかかる不具合を確実に防止することができる。
【００６４】
　また、軸方向突起２７、２８の稜線を、挿入部長手軸方向に対して平行に配置したこと
によって、互いに噛合する挿入部送水チューブ２４と挿入部送気チューブ２６との軸方向
の動きを確保することができる。加えて、軸方向突起２７、２８を有する挿入部送水チュ
ーブ２４と挿入部送気チューブ２６との軸方向の動き、及び該チューブ２４、２６にそれ
ぞれ隣設する内蔵物の軸方向の動きが阻害されることを防止することができる。
【００６５】
　このように、挿入部内蔵物の外周面に規制部を構成する軸方向突起を設けることによっ
て、外周面が滑らかな従来の内蔵物によって発生していた挿入部内等における内蔵物の配
列の乱れを解消することができる。
【００６６】
　なお、上述した実施形態においては、挿入部送水チューブ２４の外周面及び挿入部送気
チューブ２６の外周面に規制部を構成する軸方向突起２７、２８を設けるとしている。し
かし、その他の挿入部内蔵物の外周面に規制部を構成する軸方向突起を設ける、或いは、
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ライトガイドバンドル２２Ａ、２２Ｂを保護する保護チューブの外周面に規制部を構成す
る軸方向突起を設けるようにしてもよい。また、ユニバーサルコード内蔵物の外周面に軸
方向突起を設けるようにしてもよい。
【００６７】
　ところで、基板上に静電気耐性が弱い回路を設置する場合、回路を保護する目的で基板
に絶縁部材を組み付けることがある。この構成においては、回路が晒される環境が乾燥雰
囲気中であれば、絶縁部材による絶縁効果を確実に得られる。
【００６８】
　しかし、回路が晒される環境が湿気雰囲気中、或いは、湿気雰囲気から取り出された直
後等であった場合、導通物質である水滴が絶縁部材の表面等に付着し、静電気が付着した
導通物質を伝搬して回路に印加されるおそれがあった。
【００６９】
　この不具合を解消するため、図６に示す回路基板５０においては、絶縁部材５１の周囲
にグランドパターン５２を設けている。この構成によれば、絶縁部材５１の表面等に導通
物質５３が付着した場合であっても、付着した導通物質５３を伝搬した静電気がグランド
パターン５２に落とされる。この結果、導通物質５３を伝搬した静電気が回路基板５０上
の回路に印加することを防止することができる。
【００７０】
　なお、絶縁部材５１の周囲にグランドパターン５２を設けるスペースが無い場合には、
図７に示すように絶縁部材５１が設けられた回路基板５０の裏面全面に裏面グランドパタ
ーン５４を設けるとともに、複数のスルーホール５５を設ける。この構成においては、絶
縁部材５１の表面等に付着した導通物質５３を伝搬する静電気は、グランドパターン５２
、または、スルーホール５５を介して裏面グランドパターン５４に落とされる。この結果
、導通物質５３を伝搬した静電気が回路基板５０上の回路に印加されることを防止するこ
とができる。
【００７１】
　裏面グランドパターン５４を回路基板５０の裏面全面に設けるとしているが、スルーホ
ール５４近傍の一部に設ける構成であってもよい。
【００７２】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。　
　上述した実施形態では、撮像ケーブルを操作部（１０）内で挿入部側撮像ケーブル（２
１）とＵＣ側撮像ケーブル（３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ）とに分割し、間に中継回路（４０
）を介在させている。しかし、例えば、中継回路（４０）を廃止して、挿入部側撮像ケー
ブルとＵＣ側撮像ケーブルとを一本化した撮像ケーブルを複数種類用意し、該撮像ケーブ
ルの種類に応じた総合シールド（３１Ａｓ，３１Ｂｓ，３１Ｃｓ）を選択して使用するよ
うに構成することも可能である。
【００７３】
　本出願は、２０１２年８月９日に日本国に出願された特願２０１２－１７７３８３号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲、図面に引用されたものとする。
【要約】
　電子内視鏡装置は、挿入部、操作部、及び外部機器に接続されるよう操作部から延出す
るユニバーサルコードを備える電子内視鏡と、挿入部の先端とユニバーサルコードに設け
られた接続コネクタとの間に選択的に配置される、長さが同一で直径が異なり、直径に対
応した表面積の総合シールドを備えた複数種類の信号ケーブルと、予め定めた表面積で構
成され、直径が小径な信号ケーブルの外装に被覆してシールド補強部を形成し、シールド
補強部を小径な信号ケーブルの総合シールドに電気的に接続することによって、シールド
補強部の表面積と小径な信号ケーブルの総合シールドの表面積との和を、直径が大径な信
号ケーブルが備える総合シールドの表面積に対して、同一、または、それ以上に設定する
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